
1 
 

『超 ID 社会』 書籍情報 
2020.2.17  八木 晃二 

１）本書の概要 

高度情報化社会を迎え、我々は様々な情報システムを使用することによってサービスを

利用し、多く便益を享受しています。例えば、EC サイトでは自分の欲しいと思っていた

商品のレコメンド情報がタイムリーに表示され、簡単に自分の好みに合った商品を購入す

ることができます。街を歩いていると、近くにある自分好みのレストラン情報がスマホに

表示され、クーポン券が送られてきます。コンビニに行けば、自分の買いたい商品が品切

れすることなく、いつでも並んでいます。サービスを提供する企業は、サイバー空間の情

報を収集・連携・分析・活用することにより積極的な情報活用を行い、個人の嗜好や行動

に合わせたタイムリーなサービスを提供しています。 

 しかし、多くのサービスの利用者は、便利なサービスを利用する一方で、なんだか気持

ち悪さを感じ、プライバシー侵害の懸念を感じています。2019 年 4 月 17 日発表の公正取

引委員会の消費者 2 千人に対するアンケート調査によると、個人情報や利用データの収集

や利用について「懸念がある」と回答した人の割合は、全体の 75.8%に上っています。実

際に、米 IBM X-Force の調査によると、2016 年に情報漏洩した記録の件数は前年の 6 億

件から 40 億件超に増加し、増加率は 566％になっています。NPO 日本ネットワークセキ

ュリティ協会の調査報告では、2016 年の個人情報漏洩人数は 1,500 万人以上にのぼり、特

にインターネット経由での情報漏洩が主流になってきています。2019 年 7 月 1 日に某流

通系企業が開始したスマホ決済で発生した ID とパスワードを使用した不正アクセス事件

は、記憶に新しいところです。サイバー空間での他者へのなりすましによる犯罪行為や誹

謗中傷行為、個人情報漏洩の問題は、大きな社会問題となっています。21 世紀に入りイン

ターネットの爆発的普及以降、「積極的な情報活用」と「プライバシー保護の確立」の両

立は大きな課題となっています。 

 ID 使用の視点からみると、高度情報化社会では多種多様な数多くの ID（Identity、

Identification、Identifier、Digital Identity、ID カード、ログイン ID など）が、ヒト・

モノ・カネのあらゆるものに対して付番・発行されており、そしてその ID に情報を紐づ

けて、大量の情報をビッグデータとして活用しています。たとえば、口座番号やクレジッ

トカード番号などの金融機関が発行管理する ID、ポイントカードや病院の診察券などに記

載されるサービス提供元が発行する ID、電子マネーやプリペイドカードなどに付番されて

いる ID、銀行のインターネットバンキングにログインするためのログイン ID、Twitter

や Facebook などの SNS の ID、Yahoo! JAPAN ID や SoftBank ID、au ID などブランド

名となっている企業発行する ID など、実に様々な ID が付番、発行され、使用されていま

す。言い換えると、現在の情報社会は「ID 社会」であると言うことができます。昨年スマ

ホ決済で発生した不正アクセスの問題も、情報システムにおける ID とパスワードの使用

方法の設計に関わる不具合に起因しますし、ID を使用した多くの不正アクセス問題は社会
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問題化しています。本書では、ID 使用に焦点を当て、ID 使用の視点からみた課題の明確

化を行い、その解決策を提案します。その解決策の実現によって、「積極的な情報活用」

と「プライバシー保護」が両立した『超 ID 社会』のあるべき姿を明確にし、真に豊かな

情報社会構築のポイントを解説します。その姿とは、現実世界での Identity と、サイバー

空間での Identity の両方を、自らが確立できる仕組みの実現です。 
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